
グッドカンパニー大賞



人・物・自然が調和し
　　リズムが生まれる
　　　　新しい鼓動がはじまる



時代に先立ち
変化する企業をめざします

昭和から平成へ、半世紀に渡るヨシカワの試みは、
常に社会に役立つ“もの創り”でありました。
創業時の電気・メッキ業に始まり、その後の運搬
器具、省力化機器、そして粉体機器メーカーとし
て、時代の変遷と共に事業内容も変わりましたが、
文化に貢献、社会に奉仕、仕事に感謝するという
一貫した経営理念に基づき営まれてまいりました。
独自の技術を開発し、それを基に世の中の未解決
なテーマに取り組み、社会の発展に役立ちたい。
そのような思いを、昭和 50 年に、それまでの鉄工
業から粉粒体供給機メーカーへ業種転換するとい
う形で実現しました。
めざましい発展を続けている産業界ですが、同時
に様々な新たな難問も生まれます。粉粒体の供給
という分野で、弊社の製品は過去に多くの問題を
解決してまいりました。粉体がハンドリングされ
る中では、必ず供給操作をともないます。ますま
す自動化が叫ばれる中で、弊社の技術ノウハウを
生かし、また一層の研究開発を重ね、その実現の
為に一役を担える製品を提供致します。
現在は、粉体機器メーカーとして、国内、そして
海外 20 数ヶ国に製品を納めておりますが、不可能
を可能にというテーマにチャレンジして、更に社
会の発展に寄与出来る企業となることを目指して
おります。
一歩先んじた技術を磨き、より良い製品を生み
だす ･････
情熱をもって、常に新しいヨシカワをお届けし
ます。



蓄積された確かな技術
特殊ニーズに応える設計陣と高精度の加工技術

サークルフィーダは、1981 年に世の中に登場して以来
幅広い分野で、供給操作に於ける過去の難問をことご
とく解決して参りました。
当初は、タンクからの供給が不可能とされていたもの
を可能にしただけで画期的なフィーダと評価されまし
たが、今やそれ以上の機能を期待され、技術スタッフ
は常に新たなテーマに取り組んでおります。1994年の
新工場完成と共に、機能アップされた CAD 設計と生産
部門のレーザ加工機が連結され、より早く、より正確
に、また、より複雑な加工が可能となり、特殊ニーズ
にフレキシブルにお応えすることが出来るようになり
ました。
過去の経験により築かれたノウハウと最新の設備によ
り、ヨシカワの技術部門・生産部門のスタッフは一体と
なって、お客様の一つ一つのご要望にお応えし、High-
Quality を High-Technology で実現いたします。

設計室

昭和 58 年 10 月　中小企業庁長官奨励賞（発明協会）
昭和 60 年 10 月　発明奨励賞（発明協会）
  　　　　　　　 実施功績賞（発明協会）
昭和 61 年 10 月　発明協会会長奨励賞（発明協会）
平成  ６年 10 月　支部長賞（発明協会）
　　　 　 12 月　 産業経済賞大賞（鹿児島商工会議所）
平成 11 年 11 月　グッドカンパニー大賞特別奨励賞
　　　　　　　　（中小企業研究センター）
平成 15 年 10 月　発明功績賞（発明協会）

レーザ加工機

技術ミーティング

CAD 設計

受　賞



最新技術と厳しい品質管理
この様な環境で生まれるヨシカワの製品

ヨシカワの製品は高い生産技術と信頼の於ける品質
管理体制の中で造られています。きめ細かく設計さ
れたサークルフィーダは、高精度の加工機と熟練の
技術を駆使した生産ラインで仕上がります。
1994年に、これまで外注していた切断、ロール、プ
レス等の一次加工を完全内製化する目的で、レーザ
加工機、縦型特殊ベンディングローラ、プレスを導
入いたしました。
これにより素材加工から製品完成までの一貫した生
産が可能になり、より柔軟な生産体制が整いました。

主要生産設備 ● レーザ加工機
● シャーリング
● 鋸　盤
● ブレーキプレス
● ベンディングローラ
● ラジアルボール盤
● 旋　盤
● ワイヤ放電加工機

● スロッタ
● アーク溶接機
● MAG溶接機
● M I G溶接機
● T I G溶接機
● ポジショナー
● C N C 旋 盤

溶接加工

パウダーテスター

検　査

粉粒体に最適な供給機仕様を決定
するために各種の供給機、ホッパー、
計測器を準備して様々なテスト
を行っています。
また、新製品開発のためのテスト
も行っています。

テストラボラトリー

工　場

● テスト室　327㎡
● 各種供給機、ホッパー
● バッチ計量装置、
   ロスインウェイト供給テスト装置
● 局所集塵装置

工作機械



世界20ヶ国以上の生産ラインで
活躍しているヨシカワのフィーダ

粉粒体の供給は、数グラム／毎秒から百トン
／毎時を越えるような供給能力が要求され、
数キログラムから2000トンにも及ぶホッパー・
サイロに取り付けて使用されます。供給
機に要求される仕様は能力、定量性、ブリッ
ジ防止、偏析防止、信頼性、メンテナンスの
容易さ、経済性など多岐にわたります。
ヨシカワのサークルフィーダはこれからの要
求にお応えする汎用供給機です。

CF-4000S

ループフィーダ

廃プラ供給システムオートスチーマ

マイクロディスチャージャー

デルタ

凝集剤溶解装置 YPD

マルチサークルフィーダ

MF ロスインニューマサークル 応用製品（計量装置）

Coal Feeder

シーエフΣ サークルフィーダ



プロフィール

会  社  概  要
社 名 株式会社 ヨシカワ
本社工場 〒 899-1924

鹿児島県薩摩川内市港町 360 番地 31
TEL0996-26-3388･FAX26-3688

代表取締役
社 長 吉川　修

創立年月日 昭和 22 年 8 月 7 日
資 本 金 2,000 万円
敷地面積 19,917㎡
事務所建屋 　  523㎡
工場建屋   3,351㎡
取引銀行 宮崎銀行川内支店

鹿児島銀行川内支店
鹿児島相互信用金庫大小路支店

中国法人 上海吉花和机械設備貿易有限公司
所属団体 日本粉体工業技術協会

経　営　理　念

Clean 社会に役立つ商品を提供する
健全で信頼される企業を目指します

Create 顧客の期待に応え、
新しい価値を創造します

Challenge 怯まず、可能性へ挑戦します

ヨシカワの3C

福　利　厚　生
社内スポーツ大会（年３回）

スポーツ同好会

登　録　商　標
サークルフィーダ   （世界 33 ヶ国の登録商標）
ループフィーダ

沿　　革
昭和 22 年  8 月 川内市向田町に東和電気株式会社設立

電気工事・メッキ業を行う
資本金 60 万円
代表取締役　吉川　優

昭和 29 年 12 月 社名を株式会社吉川光製作所に変更
川内市大小路町 58-12 に移転
運搬器具の製造販売を行う

昭和 44 年  9 月 代表取締役に吉川初美が就任
昭和 48 年  1 月 代表取締役に吉川博文が就任
昭和 50 年 2 月 本社工場を上川内町に移転する
昭和 53 年 3 月 粉粒体供給機の研究開発を開始
昭和 55 年 11 月 社名を株式会社吉川製作所に変更
昭和 56 年 4 月 焼酎用甘藷仕込自動化設備開発
              11 月 サークルフィーダ 1 号機納入
昭和 57 年 4 月 資本金 500 万円とする
昭和 58 年 10 月 発明協会より中小企業庁長官奨励賞受賞

養殖魚類飼育製造プラント開発
昭和 60 年  7 月 関東営業所開設
               10 月 発明協会より発明奨励賞、実施功績賞

を受賞
昭和 61 年 10 月 焼酎用甘藷蒸煮機で発明協会より発明

協会会長奨励賞を受賞
昭和 63 年 12 月 資本金 1,200 万円とする
平成   ６年 10 月 発明協会より発明協会支部長賞受賞

本社工場を川内市港町に移転
               11 月 社名を株式会社ヨシカワに変更
               12 月 鹿児島商工会議所より産業経済賞大賞

を受賞
平成 ８年   1 月 代表取締役に吉川　修が就任
平成 ９年 10 月 アメリカ代理店開設
平成 11 年 11 月 グッドカンパニー大賞特別奨励賞受賞
平成 12 年 1 月 資本金 1,600 万円とする
                8 月 ヨーロッパ代理店開設
平成 13 年 12 月 資本金 2,000 万円とする
平成 15 年 10 月 発明協会より発明功績賞受賞
               12 月 韓国代理店開設
平成 25 年 3 月 中国上海市に現地法人を設立
平成 26 年 12 月 サークルフィーダ出荷累計 8,200 台

主要製造品目（特許）
●  粉粒体供給機
サークルフィーダ
ニューマサークル
ループフィーダ
ディスクフィーダ
Coal Feeder
マルチサークルフィーダ

●  粉粒体定量供給機
MF ロスイン　シーエフシグマ
ワイエース　デルタ
マイクロディスチャージャー

●  凝集剤溶解装置 YPD
●  計量器付供給システム
●  スライドゲート
●  粉粒体関連装置設計・製作
●  焼酎工場甘藷処理設備
サークルフィーダ付蒸煮機 CST
全自動バッチ式蒸煮機 AST
連続甘藷蒸煮冷却装置 STMAC
回転式穀類蒸機 GST
甘藷粉砕機カッター

納　入　先
●  化学／一般、樹脂、フィルム、フラッフ、
　　　 繊維、インキ染料、顔料、石鹸、
　　　　ゴム、  肥料、薬品
●  食品／一般、調味料、製粉、飼料、製油、
　　　　澱粉、ビール、洋酒、清酒、焼酎、
　　　　飲料水
●  鉄鋼・非鉄金属・紙・パルプ・ガラス・
  セメント・建材・土・石・セラミック・
   鉱業・窯業、環境 
●  電機・機械・精密機械・自動車
●  官公庁
●  海外／アメリカ、アルゼンチン、中国、
　　　　イギリス、フランス、イタリア、
　　　 オランダ、ハンガリー、ロシア、
　　　   カナダ、フィンランド、韓国、
　　　　サウジアラビア、イスラエル、
　　　　マレーシア、ニューカレドニア、
　　　　 インドネシア、シンガポール、  
　　　　タ イ 、 台 湾 、ブ ラ ジ ル 、
　　　　ベネズエラ . 他



〒 899-1924　鹿児島県薩摩川内市港町 360 番地 31（船間島工業団地）
TEL（0996）26-3388（代表）・FAX（0996）26-3688
http://www.yoshikawa-cf.co.jp

●交通のご案内
●  電　車　JR 九州川内駅下車、車で 20 分。
●  飛行機
  ①鹿児島空港より川内直行バスで JR 川内駅前まで 70 分、
     川内駅から車で 20 分。
  ②鹿児島空港よりリムジンバスで JR 鹿児島中央駅まで 60 分、  　　
　  JR 川内駅まで新幹線で 12 分、川内駅から車で 20 分。
　③鹿児島空港よりヨシカワ（薩摩川内市港町）まで車で直行 90 分。

国
道
3
号
線

国
道
267
号
線

九
州
新
幹
線

至阿久根市

川内港

川内河口
大橋

川内川

川内火力
発電所

JR川内駅

上川内駅
草道駅

肥薩おれんじ鉄道

至鹿児島市

新田神社

川内港入口交差点
南国殖産G.S.

薩摩川内 鹿児島空港

東シナ海

薩摩半島

指宿

JR
鹿児島中央駅

鹿児島

JR川内駅
九
州
新
幹
線

九
州
縦
貫
自
動
車
道

▲桜島

大隅半島

鹿屋

志布志

宮崎

▲霧島

南
九
州
自
動
車
道

錦
江
湾


